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一
、

は
じ
め
に

本
書
は

、
益
田
隆
志
氏
が
現
代
日
本
語
の
文
法
研
究を
「
モ
ダ
リ
ティ
」
に

焦
点
を
当
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、前

著『
命
題
の
文
法
||日本語文法序説
||」

(くろ
しお
出版 、
一
九八
七
年)
の
続
編
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

。

本
書
の
内
容
を
紹
介
し、
現
代
日
本
語
の
文
法
研
究に
緯
益
す
る
と
こ
ろ 、

並
び
に
問
題
点
な
ど
を
述べ
る

。

二 、
本
書の
構
成

目
次
に
よ
り
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば 、

序
章

第一
部
総
論

第一
章
文
の
構
造
と
意
味

第二
章
モ
ダ
リ
ティ
の
構
造

第
三
章
モ
ダ
リ
ティ
の
カ
テゴ
リ
ー

第
四
章
疑
問
と
否
定
のス
コ
ープ

第二
部
各
論

第一
章
表
現
類
型
の
モ
ダ
リ
ティ
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石

日召

雄

神

第二
章

第三
章

第
四
章

第五
章

第六
章

第
七
章

補
説一

受
動
表
現
と
主
観
性

二
主
題
のプ
ロ
ト
タ
イプ

引
用
文
献

あ
と
が
き

と
なっ
て
い
る。

全
体
は
大
き
く三つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
よ
う。一
つ
は 、
序
章
およ
び
第

一
部
総
論
が、
著
者
の
文
法
研
究
の
姿
勢 、
並
び
に
文
法
研
究上
で
の
「
モ
ダ

リ
ティ」
の
位
置
付
け
を
論
じ
た
部
分
で
あ
り
、

本
文二
百三
十ペ
ー

ジ
中
の

七
四ペ
ー
ジ
が
費や
さ
れ
て
い
る

。
そ
の
次
は

、
第二
部
各
論
が、
七
十
七ペ

ー
ジ
か
ら
百
七
十二
ペ
ー

ジ
に
か
け
て

、
各
章
毎に
およ
そ
十五
か
ら
十七ペ

ー
ジ
で
「
モ
ダ
リ
ティ」
論
の
具
体
的
な
展
開
が
述べ
ら
れ
て
い
る

。
そ
し
て

終
助
詞
「ね
」
と
「よ
」
の
機
能

真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
ティ

叙
述
の
類
型

、
真
偽
判
断 、

説
明
の
構
造

物
語
文
の
テン
ス

取
り
立
て
の
焦
点

有
題
文・
無
題
文



補
説
の
部
分
が
三
十二
ペ
ー
ジ
で
あ
る

。
順に
およ
そ
三
割
強 、
五
割
弱

、一

割
強
と
い
うバ
ラ
ン
ス
で
あ
る

。
以
下 、
本
書
を
読
ん
で

、
評
者
が
興
味
を
抱

い
た
点

、
問
題
と
し
た
い
点
を
中
心
に
述べ
る

。
な
お、
本
書

は
横
書
き
で
あ

る
。

以
下
引
用
す
る
に
あ
たっ
て

は
、

適
宜
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
り、
注

の
部
分
を
省

く
な
ど
を
行っ
た

。

で
著
者
カf

意
図
す
る
一一寸
モ
ダ
リ
ア
イ

の
姿
カf
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、
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
」

と
は
何
か
へ
の
問
い
掛
け
と
し
て

表
現
系
の
モ
タ
リ
テ
イ

判
断
系
の
一

次
的
モ
ダ
リ
テ
ィ

判
断
系
の
二
次
的
モ
ダ
リ
テ
ィ

.6.. 
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伝
達
態
度
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

て
い

ね
い
き
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

表
現
類
型
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

」
真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

戸

価
値
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

説
明
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

一
テ
ン
ス
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

〕
み
と
め
方
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

取
り
立
て
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

命
題

次
的」
「二
次
的
」

の
区
別は

、
客
観

的
表
現
に
な
り
得

る
もの
を
「二
次

的
」
と
称
す
る

。

「真
偽
判
断
の
モ

ダ
リ
ティ」
を
例

に
す
れ
ば 、「だ
ろ

う
」は「一
次
的
」、

「ら
し
い
」「ょ
う

だ
」は
「二
次
的
」

と
い
うこと
で
あ

る
。
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体
と
し
て
普
通
体
と
丁
寧
体
と
の

対
立
を
述
語
が
と
る
も
の
で
あ
る。
敬
語
の

問
題
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る。
「
表
現
類
型
の
モ
ダ
リ
ティ
」と
は

、
文
が
表

現・
伝
達に
おい
て
果
た
す
機
能
の
あ
り
方
を一示
す
も
の
で

、「演
述
型
」「情

意
表
出
型
」「訴
え
型
」「疑
問
型
」「感
嘆
型
」五つ
の

対
立
す
る
関
係が
示
さ

れ
る。「
真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
ティ
」と
は

、い
わ
ゆ
る
文
の
判
断
の
種
類で「
断

定
」「
断
定
保
留
」「未
定
」
が
示
さ
れ
る。
断
言
と
推
量
と
疑
問
に
あ
た
る。

「価
値
判
断
のモ
ダ
リ
ティ
」
と
は

、「
オ
ム
レ
ツ
は
う
ち
で
出
来
た
て
を
たべ

るべ
き
だ 。
」と
い
う
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

対
象

と
な
る
事
柄
に

対
し
て
そ
う

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
判
断
を
表
す
も
の

、「:::べ
き
だ 。
」
と
か

「:::
も
の
だ 。」
と
いっ
た
文
末
に
現
れ
る
主
観
性
の
表
現
で
あ
る。
「説
明
の

モ
ダ
リ
ティ
」
と
は

、「:::
の
だ 。
」「:::
わ
け
で
す
よ。
」
と
いっ
た
文
末

で、
当
該
の
文
の
記
述
が
他
の
事
態
に

対
す
る
説
明
と
な
る
こ
と
を
表
すモ
ダ

リ
ティ
で
あ
る。
「テ
ン
ス
のモ
ダ
リ
ティ
」と
は

、
時
間
の
流
れ
の
中に
所
与

の
事
態
を
位
置づ
け
る
働
き
を
す
る
も
の
で

、「以
前
時
」(い
わゆる
過去)
と

「非
以
前
時」
(それ
以
外)
と
い
う二
項
が

対
立
す
る
も
の
と
す
る
も
の
で
あ

る。
「み
と
めか
た
のモ
ダ
リ
ティ
」と
は

、
事
態
が
成
り
立つ
か
ど
うか
の
判

断
で
「肯
定
」「否
定」
の二
項
が

対
立
す
る
と
す
る。
「取
り
立
て
のモ
ダ
リ

ティ
」と
は

、「命
題
」と
「同
類
の
命
題
」と
の
聞
の
関
係を
問
題
に
す
る
も

の
で

、「
は」「も
」「ば
か
り」
と
いっ
た
い
わ
ゆ
る
副
助
調
の
構
文
上
で
の
役
割

分
析
で
あ
る。

な
お、
著
者
は 、

モ
ダ
リ
ティ
の
カ
テゴ
リ
ー

に
関
し
て一
言
付
言
す
れ
ば 、
本
書
で
設

定
し
た
九
種
類
の
カ
テゴ
リ
ー

に
よ
り
、

モ
ダ
リ
ティ
の
領
域
と
み
な
し

得る
も
の
の
すべ
て
を
捕
捉で
き
る
も
の
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い。

本
書
で
設
け
た
カ
テゴ
リ
ー

の
網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
るモ
ダ
リ
ティ
要

素
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う。
そ
う
し
た
要
素
を
類
型
化
し
てモ
ダ
リ
テ

ィ
の
全
体
像を
よ
り
精
密
に
描
き
出
すこ
と
は

、
今
後
に
残さ
れ
た
大
き

な
課
題
で
あ
る(五八ペ
ージ) 。

と
し
て、
モ
ダ
リ
ティ
の
類
型
化
の
問
題
が
今
後
と
も
検
討さ
れ
るべ
き
課
題

で
あ
る
こ
と
を
述べ
て
い
る。
「モ
ダ
リ
ティ
」を
ど
の
よ
う
な

手
順で
抽
出
す

る
か
と
い
う
問
題
は

、
そ
の一
つ
を
取
り
上
げ
れ
ば

、
文
の
種
類を
ど
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
か、
つ
ま
り
文
の
類
型
化
の
問
題
と
も
な
る。
直
ち

に
解
答
と
し
て

何か
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
問
題
で
は
な
い
が

、
後
に
記
し

た
よ
う
に

、著
者
も
研
究
の
射
程に
組み
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
る「談

話・

文
章
」
と
い
う
も
の
を
文
法
論
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
込
む
か
と
い
うこ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う。
「応
答
関
係
」
は

、「文
章・
談

話
」
を
射
程
に
す

る
と
き

、
文
法
論
と
し
て
の
最
先
端
と
い
うこ
と
に
な
る
か
と
恩
わ
れ
る。

著
者
の
文
の
類
型
化
は

、第二
部
各
論 、
「第一
章 、表
現
類
型
のモ
ダ
リ
テ

ィ
」(七
七ペ
ージ
1九一

ペ
ージ)

に
述べ
ら
れ
る。
「
演
述
型」「情
意
表
出
型
」

「訴
え
型」
「疑
問
型
」「感
嘆
型
」と
し
て
五つ
が
上
げ
ら
れ
る。
こ
の
分
類は

、

渡
辺
ご
九七
こ
の
「陳
述」
の
「断
定
」「疑
問
」「感
動
」「訴
え」
「呼
び

か
け
」と
い
う
区
分
に
近い
も
の
で
あ
る。
しか
し
な
が
ら 、
こ
こ
で
は

、
渡

辺
文
法
の
「呼び
か
け
」(
呼
び
か
け
応
答
文
「
オ
l
イ
1」

「
は
い 。」)
が
取
り
上

げ
ら
れ
ず

、「表
現
時に
おい
て

話
し

手
の
内
面に
存
す
る
感
情・
感
覚や
意
志

の
内
容
を
情
報
と
し
て

聞き
手
に
伝
え
る
働
き
を
持つ「情
意
表
出
型
」(「
哀し

い
ね 。」
「
二
階
へ
持っ
て
行
き
ま
す 。」
「
静
岡
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
庖
で
働
い
て
い
る
男

に
あたっ
てみ
ましょ
う 。」)
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る。
著
者
に
とっ
て
は 、

こ
の
問
題
の
枠
は
「伝
達態
度のモ
ダ
リ
ティ
」
に
含
ま
れ
る
問
題
で
あ
る
か

と
も
推
察さ
れ
る
の
で
あ
る
が

、
そ
の
点か
ら
す
る
と
著
者
の
設
定
す
る
「モ

ダ
リ
ティ」
に
「応
答
関
係
」
に

対
し
て
直
接
の
言
及
が
行わ
れ
て
い
な
い
こ
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と
は
些
か
残
念
で
あ
る 。

四 、

著
者
の
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
」

研
究
の
姿
勢

評) rモダリ ティの文法』

序
章で
著
者
は
「
研
究
の
対
象」
と
「
研
究
の
方
法」
と
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
て
お
り 、
本
書
の
意
味
を
知
る
上
で
重
要と
考
え
る 。
こ
れ

に
つ
い
て
検
討
す
る 。

研
究
の
対
象
に
つ
い
て
は 、
二
節
「
構
造の
研
究と
そ
の
領
域」
か
ら
四
節

「
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
研
究」
に
か
け
て
で
あ
る 。

三
節
「
文
法
論」
で
は 、
表
現
形
式
の
単
位
を
手
が
か
り
と
し
て 、
文
法
論

の
対
象
領
域
の
設
定
を 、
「
文
論」「
語
論」「
談
話・
文
章
論」
と
い
う
三
つ
の
柱

を
基
本
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
う

ち
「
談
話・
文
章
論」
につ
い
て
は 、

::
文
法
論
が
文
と
い
う
単
位
を
越
えた
領
域
を
も
分
析
の
対
象
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 、
最
近
の
研
究に
よっ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る 。
そこ
で 、
文
法
論
の
も
う一
つ
の
領
域と
し
て
「
談
話・

文
章
論」
と
仮
称
す
る
も
の
を
掲
げ
た
い
と
思
う
(四ペ
ージ) 。

と
す
る 。
著
者
が
文
法
研
究
の
射
程
を
広
く

取ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

続い
て
四
節「
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
研
究」
で
は 、
「
次
に 、
前
節
で
検
討
し
た
文

法
論
の
構
想
の
下
に 、
本
書
の
主
題
で
あ
る
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
研
究
を
文
法
論
の

中
に
位
置づ
け
る
こ
と
に
し
よ
う 。」
と
述べ
る 。
五ペ
ー

ジ
か
ら
七ペ
ー

ジ
に

わ
たっ
て
お
よ
そ
三ペ
ー

ジ
とい
う
も
の
で
あ
る
が 、
著
者
の
基
本
的な
姿
勢

を
述べ
た
部
分
で
あ
り 、
そ
の
点で
重
要と
考
え
る 。
い
さ
さ
か
詳
し
く

検
討

し
た
い 。

い
念品、

と
こ
ろ
で 、

〔書

述べ
て
い
る
こ
と
を
箇
条
書に
し
て
示せ
ば 、

て
文
論
の
目
標
は 、
文
の
形
式
と
意
味の
相
聞
を
明
示
す
る
こ
とに
あ

る 。

二 、
こ
の
目
標の
具
体
化
に
向
けて 、
文
の
形
式 、
文
の
意
味の
中
身
の

検
討
を
す
る 。

三 、
文
の
形
式
と
は 、
文
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
結
合の
様
式
で
あ
る 。

こ
れ
を
「
文
の
構
造」
と
称
す
る 。

四 、
文
の
意
味と
は 、
文
の
形
式
と
直
接
結
び
つ
い
た
も
の
に
限
ら
れ
る 。

文
の
意
味
は 、
要
素
の
語
集
的
意
味
と 、
「
構
造
的
意
味」
に
帰
さ
れ

る
意
味
の
複
合
体
で
あ
る 。

五 、
文
の
組
み
立
て
に
極め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
機
能一詩」
が
存

在
す
る 。

六 、
文
論
の
対
象
と
な
る
文の
意
味
は 、
要
素
の
結
合
様
式
に
対
応
す
る

構
造
的
意
味
と 、
文
の
構
成に
決
定
的
な
形
で
関
与
す
る
機
能
語
の

語
集
的
意
味
で
あ
る 。

七 、
文
論
の
主
た
る
対
象は 、
文
構
造 、
文
構
造に
対
応
す
る
意
味 、
機

能
語の
語
晶果
的
意
味 、
の
三
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る 。

八 、
右
の
研
究の
枠
組
み
に
基づ
い
て
モ
ダ
リ
テ
ィ

研
究
の
位
置づ
け
を

試み
る 。

九 、
文
構
造
の
観
点
か
ら 、
文
の
基
本
的
構
成
を 、
「
命
題」
|

客
観
的
な

事
柄
を
表
す
要
素
|と「モ

ダ
リ
テ
ィ」
|主

観
的
な
判
断・
態
度
を

表
す
要
素
ーと

の
二
大
要
素
の
結
合と
見
る(なお 、
一
部二
章でこ

の
意
義
に
つ
い
て
は
述
べ
る
と
す
る) 。

十 、
文
論に
「
命
題
論」「モ
ダ
リ
ティ
論」
とい
う
領
域
を
立
て
る 。

十
て
「モ
ダ
リ
テ
ィ

論」
の
取
り

組
むべ
き
課
題
と
し
て
は 、
モ
ダ
リ
テ

ィ
の
部
分
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と 、
そ
の
構
造
が
文
の
意
味
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と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
解
き
あ
か
す
こ
と 、
モ
ダ
リ
テ
ィ
に

関
わ
る
機
能
語
の
意
味
を
分
析
す
る
こ
と
等
で
あ
る 。

と
な
る
か
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
う
ち 、
九
に
示
し
た 、
文
の
基
本
的
構
成
を「
命

題」
と
「
モ
ダ
リ
テ
ィ」

の
結
合
と
す
る
考
え
は 、
著
者
の
研
究
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り 、
第一
部二
章
「
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
構
造」
の
当
該
の
も
の
を
併

せ
て
示
すこ
と
に
し
よ
う 。
そ
れ
は 、
二
節「
文
構
造に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ」

の
次
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

日
本
語
の
文
が
基
本
的に 、
客
観
的
に
把
握
さ
れ
る
事
柄
を
表
す
要
素

と 、
表
現
者の
主
観
的
な
判
断・
態
度
を
表
す
要
素
の
二
大
要
素
で
構
成

さ
れ
る 、
とい
う
構
造
観
は
今
日
で
は
多
数
の
日
本
語
研
究
者
が
受
け
入

れ
て
い
る
有
力
な
見
方
で
あ
る 。
こ
の
見
方
は 、
時
枝
ご
九四
て
三
章)

に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ 、
渡
辺
二
九
七
二
に
お
い
て
そ
の
体
系
化
が
決

定
的
な
形
で
な
さ
れ
た
と
言
え
よ
う 。
細
部
の
相
違
は
あ
る
と
し
て
も 、

同
様
の
趣
旨
の
こ
と
が 、
三
上(一
九
五
九 、
三
章) 、
鈴
木(一
九
七二 、

一
部一
章) 、
南(一
九
七四 、
四
章) 、
中
右(一
九
七九) 、
寺
村
二
九八

二 、
一
章) 、
仁
田(一
九八
九) 、
等
で
述べ
ら
れ
て
い
る 。
本
書
も 、
文

の
組
み
立て
の
基
本
を
同
様
に
考
え 、
こ
れ
ら
の二
大
構
成
要
素
を
そ
れ

ぞ
れ
「
命
題」「
モ
ダ
リ
テ
ィ」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る 。
こ
こ
で
見
落と
し

て
な
ら
ない
こ
と
は 、
文
の
組
み
立
て
の
基
本
を
命
題
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
と

い
う
異
質
の二
要
素
の
結
合
と
す
る
考
え
が
日
本
語
の
言
語
事
実
を
見つ

め
る
中
か
ら
独
自
に
生
ま
れ
て
き
た 、
と
い
う
事
実
で
ある 。
多
く
の
文

法
概
念
を
印
欧
語
研
究
の
成
果
の
中
か
ら
取
り
入
れ
て
き
た
日
本
語
文
法

研
究
に
お
い
て 、
文
構
造
の
見
方
に
独
自
の
視
点
を
持
ち
得
た
こ
と
は 、

特
筆
に
値
す
る 。
日
本
語
以
外
の
言
語
を
対
象と
し
た
研
究で
は 、
こ
う

し
た
見
方
を
そ
の
主
流
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
ない 。

日
本
語
の
文
が
命
題と
モ
ダ
リ
テ
ィ

の二
大
要
素
か
ら
な
る
とい
う
考

え
が
大
方
の
同
意
を
得ら
れ
る
の
は 、
文
の
構
造
が
そ
う
し
た
見
方
を
も

た
ら
す
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
ない 。
こ
の
こ
と
は 、
次
の

よ
う
な
文
を
観
察
す
れ
ば 、
理
解
さ
れ
よ
う 。

(
却)
ね
え 、
ど
う
や
ら
手
紙
が
着
か
な
かっ
た
ら
し
い
よ 。

こ
の
文
は 、
客
観
的
な
事
柄
を
表
す
「
手
紙
が
着(
く

こ
と
い
う
部
分

を 、
主
観
的
な
判
断・
表
現
態
度
を
表
す
「
ね
え 、
ど
う
や
ら」
と
「
な

かっ
た
ら
しい
よ」
とい
う
部
分
が
前
後
か
ら
包
む
格
好に
なっ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
文
の
存
在
を
考
え
れ
ば 、
文
を
構
成
す
る二
つ
の
異
質
な
要

素
を
見い
だ
す
の
は 、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
い
うべ
き
か
も
知
れ
ない 。

少
な
く
と
も 、
文
は
主
語
と
述
語
とい
うこ
つ
の
要
素
か
ら
な
る
と
す
る

構
造
観
よ
り
も
納
得
し
や
すい
も
の
で
あ
る
(三
四ペ
ージ)

長
く
引
用
し
た
が 、
こ
こ
に
は 、
著
者
の
「
モ
ダ
リ
テ
ィ」
を
設
定
し 、
こ

れ
を
論
ず
る
と
い
う
姿
勢
が
よ
く

表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
著

者
は
「
モ
ダ
リ
テ
ィ」

研
究の
基
盤
が
日
本
の
独
自
の
文
法
研
究
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し 、
時
枝
文
法
以
降 、
文
の
構
造

を
大き
く

「
命
題」
と
「モ
ダ
リ
テ
ィ」
とい
う
二
大
要
素
に
よっ
て
考
え
る

研
究
の
流
れ
の
中
に 、
自
ら
の
も
の
も
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
す
る 。
時

枝
文
法以
降
の
日
本
語
の
文
法
研
究
の
流
れ
の一
つ
と
し
て 、
こ
の二
大
別
の

存
在 、
並
び
に
そ
の
研
究の
独
自
法に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
よ
う 。
な
お 、
時

枝
文
法
を
承
け
て
の
文
の
構
造
把
握
と
し
て 、
渡
辺(一
九
七
二
以
前
の
も
の

と
し
て 、
芳
賀
緩
ご
九
五
回 、
一
九六二)
も
こ
の
系
列
に
連
な
る
重
要
な
研

究
で
あ
る 。

文
に
対
し
て 、
水
面
に
石
を
投げ
入
れ
た
と
き
の
波
紋
の
よ
う
に 、
文
の
意

味
の
層
を
考
え
る
の
が
今
日
的な
文
の
理
解
で
あ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れて
い
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評) rモダリ ティの文法』

る
とこ
ろ
で
あ
る 。
そ
の
こ
と
か
ら 、
著
者
も
述べ
て
い
る
よ
う
に 、
文
を
構

成
す
る
異
質
な
要
素
と
し
て
「
命
題」
と
「モ
ダ
リ
テ
ィ」
を
考
え
るこ
と
は 、

「
文
は
主
語
と
述
語
と
い
う
こ
つ
の
要
素
か
ら
成
る
と
す
る
構
造
観
よ
り
も
納

得
し
や
す
い
も
の
で
あ
る」
と
の
見解
に
同
意
す
るこ
と
は
容
易で
あ
る 。
し

か
し
な
が
ら 、
問
題
は 、
こ
れ
は
文
が
持つ
意
味
の
種々
を
要
素
と
し
て
現
象

的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あっ
て 、
そ
れ
が
直

ち
に
文
の
構
造
と
な
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う 。
意
味
の
要
素
の

抽
出
が
文
と
い
う
形
式
に
対
応
す
る
と
い
う
理
解
は 、
一
つ
の
抽
象
で
あっ
て

絶
対
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
ない
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
用
言
を
述
語
と

す
る
構
文
の
場
合 、
客
観
的
な
事
柄
を
表
す
述
語
用
言の
語
集
的
意
味
に
続い

て
種
々
の
要
素
が
添
加
し 、
文
の
意
味
を
構
成
し
てい
る 。
で
は 、
こ
うい
っ

た
述
語
を
持
た
な
い
文
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か 。

い
わ
ゆ
る
「
喚
体」
及
び一
語
文の
場
合
で
あ
る 。

き
て 、
時
枝
文法
に
「モ
ダ
リ
テ
ィ」

論
の
萌
芽
を
見 、
時
枝
文
法
以
降
の

成
果
に
よ
る
と
い
う
こ
と
は 、
「
陳
述」
の
時
枝
的
把
握と
展
開
と
い
う
こ
と
を

こ
の
「モ
ダ
リ
テ
ィ」

論
が
含
む
可
能
性
を
も
持つ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る 。「
陳
述」
の
概
念は 、
日
本
語
の
文
法
研
究
で
は
山
田
文
法か

ら
始
まっ
た
も
の
で
あ
る
が 、
時
枝
と
山
田
は
決
定
的に
異
な
る 。
時
枝
文
法

は 、
「
詞」「
辞」
の
入
子
型
に
よ
り「
調」
を
包
む
もの
と
し
て
「
辞」
を
設
定

し 、
そ
の
「
辞」
に
「
陳
述」
の
表
現
と
し
て
の
役
割
を
見
た
の
で
あ
る 。
こ

れ
に
対
し
山
田
文
法
で
は 、
「
述
体」
と
い
う
文
の
構
造
に「
陳
述」
を
見
た
の

で
あ
る 。
時
枝
の
「
陳
述」
が
「
辞」
を
表
現
す
る
語(
形
式ゼロ
の
語|い
わ

ゆ
る「
零記
号の
辞」
を
含む)
と
し
て
の
も
の
に
託
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
の
に
対

し 、
山
田
文
法
で
は
主
語l
述
語(
主
格
|賓格)

の
相
関と
い
う
構
文
の
形
式

に
「
陳
述」
を
捉
え
る
の
で
あ
る 。
山
田
文
法
の
「
陳
述」
は 、
言
語
形
式
上

〔書

の
関
係と
し
て
の
も
の
で
あ
る 。
こ
の
点
で
時
枝
文
法
は 、
「
述
体」
に
お
け
る

「
陳
述」
を「
喚
体」
の
文
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
なっ
た 。
つ
ま
り 、
時
枝

文
法
で
は 、
「
辞」
に
よっ
て「
詞」
が
包
ま
れ
れ
ば
そ
こ
に
「
陳
述」
が
あ
る

こ
と
に
な
り 、
文
を
論
ず
る
上
で
文
の
形
式
と
い
う
こ
と
が
意
味
を
な
さ
な
い

こ
と
に
なっ
た
の
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
時
枝
文
法
で
は 、
全
て
の
「
調」

的
素
材
が
「
辞」
に
よ
る
「
陳
述」
を
得て
文
と
な
る
と
い
う
文
の
構
造
観
を

持つ
こ
と
に
な
る 。
具
体
的
な
伝
達の
場
面に
お
け
る一
語に
よ
る
表
現
と 、

例
え
ば
引
用
中
の
文(
羽)
と
が
構
造
上
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
ない
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る 。
そ
れ
は 、
「
喚
体」「
述
体」
と
い
う
形
式の
異
な
り
を
取
り
上

げ
な
い
構
造
観
に
よ
る
の
で
あ
る 。

著
者
の
述べ
る
表
現
類
型
で
「
喚
体」
に
相
当
す
る
も
の
は
「
感
嘆
型」
(八

七ペ
ージ
1九一

ペ
ージ)

で
あ
る
と
推
察さ
れ
る 。

(
臼)
賞、沢
だ
な
あ 。
(「
詠
嘆系
感嘆型」)

(
臼)
き
れ
い
な
花
だ
な
あ 。
(「詠
嘆
系
感
嘆型」)

(
訂)
受
付の
人
は
き
れ
い
な
人
だっ
た
な
あ 。(
演
述型へ
傾斜の「詠

嘆
系
感
嘆型」)

(
伺)
あい
つ
は
な
ん
て
強い
ん
だ
ろ
う 。
(「
驚嘆系
感
嘆型」)

(
臼)
あい
つ
が
そ
ん
な
こ
と
を
言っ
た
の
か
!(「

驚嘆
系
感
嘆型」)

の
よ
う
に 、
「
詠
嘆」「
驚
嘆」
とい
う二
つ
の
タ
イプ
を
区
分
す
る 。
前
者
は 、

「
表
現
時に
観
察
さ
れ
る
事
態
に
対
す
る
表
現
者
の
感
動
の
気
持
ち
を
表
出す

る
もの」
で
あ
り 、
後
者
は 、
「
当
該
の
事
態が
表
現
者
に
とっ
て
容
易に
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
驚
くべ
き
事
態
で
あ
るこ
と
を
表
し
て
い
る」
と
説

く 。
そ
し
て 、
「一詠
嘆
系
感
嘆
型」
が「
判
断
系
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」
を
有
す
る
余

地
の
ない
も
の
で
あ
る
の
に
対し
て 、
「
驚
嘆
系
感
嘆
型」
に
は 、
「
事
態
の
存

在
に
対
す
る
不
承
認
の
気
持
ち
は 、
疑い
の
気
持ち
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る」
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と
し
て 、
部
分
的で
も
「
真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」

が
関
係
す
る
と
す
る 。

そ
し
て
「
感
嘆
型
と
演
述
型
の
境
界
は
実
際に
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る」
と
し 、
ま
た 、
感
嘆
文
ら
し
さ
の
序
列
と
し
て
「
未

分
化
文(
例「
きれい
な
花1」)
に
よ
る
感
嘆
表
現
||

詠
嘆
系
の
分
化
文(
日)

||
驚
嘆
系
の
分
化
文((ω)(臼))」(
括
弧の
中は
石
神が
記
す)
が
あ
る
と
説

く 。
こ
こ
で
は 、
内
容
の
連
続
性
と
い
うこ
と
で
「
感
嘆
型」
が
「
演
述
型」

即
ち
「
述
体」
の
文
と
の
繋
が
り
を
持つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
に
留
まっ
て
い

る
の
で
あ
る 。
「
判
断
系
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」
を
持
た
な
い
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

理
由
で
は
な
く 、
い
わ
ば
「
感
嘆
型」
を
そ
れ
と
し
て
把
握
す
る
「モ
ダ
リ
テ

ィ」
|

類
型の
論
理
ーと

い
う
も
の
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
「
演
述
型」
へ
と

揃
え
る
こ
と
で
は
な
く 、

「
感
嘆
型」
の
側
か
ら
の
独
自
の「モ
ダ
リ
テ
ィ」

論

と
い
う
も
の
も
可
能
で
あ
り 、

必
要で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
言

い
換
え
れ
ば 、
「
述
体」
に
合
わ
せ
て
で
は
ない 、
「
喚
体」
及
び一
語
文
の
原

理
の
検
討
で
あ
る 。
こ
うい
っ
た
発
想
の
文
の
論
理
と
し
て
山
田
文
法
の
「
喚

体」
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て

は 、
森
重
敏
こ
九
五
九)
川
端
善
明(一
九六
三 、
一
九六
五)
尾
上
圭
介(一

九八
九)
な
ど
と
思
わ
れ
る 。
評
者
も 、
一一詩
文
の
原
理
と
そ
れ
か
ら
述
体
の
現

象
文・
推
量
文へ
の
展
開
を
素
描
的に
論じ
た
(
石
神一
九九二) 。

五 、

示
唆
を
得
て

||
モ
ダ
リ
テ
ィ
輸
の
展
望

l|

既
に
予
定
の
原
稿
枚
数
を
越
え
て
い
る 。
以
下
で
は
評
者
が
特に
関
心
を
持

っ
て
読
み
示
唆
を
受
け
た
と
こ
ろ
を
示
し
たい 。
そ
れ
は 、
第
七
章「
取
り
立
て

の
焦
点」
で
あ
る 。「
取
り
立
て」
に
つ
い
て
は 、
著
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に 、

こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
が
あ
り 、
い
わ
ば
副
助調
と
い
う
機
能
語
の
意
味

研
究
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で
著
者
は 、
「
取
り
立
て」
とい
う
概

念
を
命
題
聞
の
範
列
的(
宮『
邑応ヨ包-n)
な
関
係
を
表
す
とい
う
点
で
モ
ダ
リ

テ
ィ

表
現
の一
つ
に
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る 。
こ
こ
で
は
著
者
の

検
討
は 、
取
り
立
て
助
詞
の
付
加
機
能
を
分
析
し 、「
同
型
命
題
の
異
要
素」「
命

題
の
意
味
的
主
要
素」「
対
立
主
題」
の
三
つ
が「
取
り
立
て」
の
焦
点
の
主
た
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
す
る
こ
とに
向
か
う
の
で
あ
る 。
さ
て 、
こ
こ
で

の「
取
り
立
て」
の
考
え
を
組
み
立
て
る「
命
題
聞
の
範
列
的な
関
係」
と
は 、
文

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
当
該
の
事
態
と
関
連づ
け
て 、
別
の
事
態
を
ど
の
よ

う
に
そ
れ
に
関
連 .つ
け
てい
る
か
と
い
う
こ
とで
あ
る 。
い
わ
ば
前
提と
な
る

事
態
と
の
関
係
を
当
該
の
事
態
の
表
現
に
ど
の
よ
うに
持
ち
込
む
か
と
い
うこ

と
で
あ
る 。
と
す
る
な
ら
ば 、
例
示
さ
れ
た
事
態
の
出
現に
係
わ
る 、

-
特に
太
郎
は
新
聞のス
ポ
ー

ツ
欄
を
読
ん
だ 。

-
お
も
に
花
子
は
ポ
チ
に
残
飯
を
やっ
た 。

と
い
う
文
の「
特に」「
お
も
に」
とい
っ
た「
序
列
副
詞」
がこ
の
種
の
表
現
と
し

て
ある
ば
か
り
で
は
な
く 、
こ
こ
で
は 、

(
1)

太
郎
は
ま
だ
中
学
生
だ 。

(
2)
太
郎
は
も
う
中
学
生
だ 。

と
い
う
文
の「
ま
だ」「
も
う」
と
い
う
副
詞
もこ
こ
に
言
う「
取
り
立
て」
の
表
現

と
い
うこ
と
に
な
ろ
う 。
(
1)
も(
2)
も
同
じ
く 、

(
0)
太
郎
は
中
学
生
だ 。

と
い
う
文
が
表
す
事
態
を
持っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
こ
で
は 、
各
々
の
文
の

話
し
手
が
独
自に
設
定
す
る
思
い
込
み
と
し
て
の
前
提と 、
文(
O)
が
表
す
事

態
と
の
異
な
り
が 、
(
l)(
2)
と
い
う
副
詞
の
異な
る
文
と
し
て
あ
る
こ
と
に

なっ
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
こ
で
の
範
列
的な
関
係
は 、
当
該
の
事
態
と
前
提

の
事
態
と
い
うこ
項の
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
範
列
的
関
係
の
項
を「
群」

と
し
て
の
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば 、
い
わ
ゆ
る
程
度
副
詞
が
こ
の
種
の
表
現
と

70 
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し
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う 。

(
3)

太
郎
は
か
な
り
大
きい 。
(ずい
ぶ
ん
/わ
りと
/い
さ
さか)

とい
う
文
の「
か
な
り」
等
は 、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
体
格
を
持つ
中
学
生
の
集

団に
あっ
て 、
当
該
の
も
の
が「
群」
の
中
で
占め
る
傾
向
の
度
合
の「
取
り
立

て」
表
現
で
あ
り 、

(
4)
太
郎
は
ク
ラ
ス
で
もっ
と
も
背
が
高い 。
(と
び
き
り
/一
番)

と
い
う
文
の「
もっ
と
も」
等
は 、
「
群」
の
中
で
の
序
列
の
位
置
の「
取
り
立
て」

表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う 。

(
5)
た
ぶ
ん
太
郎
は
中
学
生
だ
ろ
う 。
(お
そ
ら
く
/きっ
と)

と
い
う
文
の「
た
ぶ
ん」
等
は 、「
真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」

の「モ
ダ
リ
テ
ィ

の

呼
応
要
素」
と
し
て「
真
偽
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」
に
係
わ
る
副
詞
で
あ
る
こ
と

に
違い
な
い
の
で
あ
る
が 、
以
上
の
よ
う
な「
モ
ダ
リ
テ
ィ」

の
観
点
か
ら
も
副

詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る 。
著
者
の「
取
り
立
て
の
モ
ダ
リ
テ

ィ」
論
は 、
副
詞
論へ
の
示
唆
を
も
含
む
も
の
と
なっ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る 。
先
行
す
る
研
究
と
し
て 、
こ
こ
で
の
観
点
を
含み
さ
ら
に
広い
観
点
か

ら
の
副
詞
論
と
し
て
森
重
敏(一
九五
九)
の
優れ
た
研
究
が
あ
る 。
ま
た 、
評

者
も
副
詞
の
原
理
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る(石
神一
九八三) 。

本
書
は 、
日
本
語
の「
モ
ダ
リ
テ
ィ」

論
の
構
築
を
目
指
す
著
者
が
そ
の
第一

歩
と
し
て
九
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
設
定
し 、
そ
の
う
ち
の
六
種
類に
つ
い
て

詳
し
く

検
討
し
た
も
の
で
あ
る 。
日
本
語
の「モ
ダ
リ
テ
ィ」
を
今日
的な
視
点

か
ら
論
じ
た
高
著
で
あ
る 。
本
書
全
体
の
中
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の 、

カ
テ
ゴ
リ
ー

の
設
定
の
具
体
的
な
姿
や
他
の「モ
ダ
リ
テ
ィ」
と
の
相
互
関
係
の

具
体
的
な
姿
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い「
て
い
ね
い
さ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」「

価
値
判

断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」「

み
と
め
方
の
モ
ダ
リ
テ
ィ」
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
細
な

著
者
の
研
究
成
果
を
期
待
し
たい 。
本
書
がこ
の
種
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
多

〔書

く
の
方々
に
読
ま
れ 、
日
本
語
の「
モ
ダ
リ
テ
ィ」

の
議
論
が
更に
盛
ん
と
な
り 、

著
者の
願
う
よ
う
に 、
「
日
本
語
と
諸
言
語
の
対
照
研
究の
発
展」
に
も
寄
与
す

る
こ
と
大
と
な
る
よ
う
に
望み
たい 。

〈
文
献v

石
神
照
雄
(一
九
八
三)
「
副
詞
の
原
理」
渡
辺
実
編
『
副
用
語
の
研
究」
明
治
書
院

同

(一
九
九
二)
「一
語
文
の
原
理
と
文
の
類
型」
「
国
語
論
究・四』
明
治
書

院 、
十一
月
刊
行
予
定

尾
上
圭
介
(一
九
八
九)
「
感
嘆
文
と
希
求・
命
令
文
l|

喚
体・
述
体
概
念の
有
効
性
||」

「
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国
語
研
究
論
集』
明
治
書
院

川
端
善
明
(一
九
さ
三
「
喚
体
と
述
体
||

係
助
詞と
助
動
詞と
そ
の
層
|1」

『
女
子
大

文
学』
一
五
号

同

(一
九
六
五)
「
喚
体
と
述
体
の
交
渉
||

希
望
表
現に
お
け
る
述
語の
層につ
い

て
||」

「
国
語
学』
六
三
集

鈴
木
重
幸
(一
九
七
二)
『
日
本
文
法
・

形
態
論』
麦
書
房

寺
村
秀
夫
(一
九
八
二)
『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
I」
く
ろ
し
お
出
版

時
枝
誠
記
(一
九
四
二
『
国
語
学
原
論』
岩
波
書
庖

中
右

実
ご
九
七
九)
「
モ
ダ
リ

テ
ィ
と
命
題」
「
日
本
語
と
英
語
と』
く
ろ
し
お
出

版

仁
田
義
雄
(一
九
八
九)
「
現
代
日
本
語
の
モ
ダ
リ

テ
ィ

の
体
系
と
構
造」
「
日
本
語
の

モ
ダ
リ
テ
ィ』
く
ろ
し
お
出
版

芳
賀

緩
(一
九
五
四)

つ
陳
述。
と
は
な
に
も

のフ」
『
国
語
国
文』
二
十
三
巻
四

号

同

(一
九
六
二)
『
日
本
文
法
教
室」
東
京
堂
出
版

三
上

章
(一
九
五
九)
『
新
訂
版

現
代
語
法
序
説」
万
江
書
院
(
H

『
続・
現
代

語
法
序
説」
一
九
七
二 、
く
ろ
し
お
出
版)

南
不
二
男
(一
九
七
四)
「
現
代
日
本
語
の
構
造』
大
修
館
書
庖
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森
重

敏
(一
九
五
九)
『
日
本
文
法
適
論』
風
間
書
房

山
田
孝
雄
(一
九
O
八)
『
日
本
文
法
論」
宝
文
館

同

(一
九
三
六)
『
日
本
文
法
学
概
論」
宝
文
館

渡
辺

実
(一
九
七
二
『
国
語
構
文
論』
塙
書
房

(
平
成
三
年
五
月
二
十
五
日
発
行
く
ろ
し
お
出
版
刊
A
5

判
横
組

目
次一
ペ
ー
ジ 、
本
文二
三
0ペ
ー
ジ 、
あ
と
が
き
二
ペ
ー
ジ
四
三
O
O
円)

||
信
州
大
学
助
教
授
||

(
平
成
四
年
六
月一
日

受
理)
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